



















































































































































































































































































































































































































































































































































昇、中村佐知訳、2008 年 NTT 出版刊）の中で、「人の知恵で知り得ることは、真理
の半分だけである」と述べています。
　もう一つ専門基礎教育で心がけたことがあります。それは、学生が到達すべき目標
を教師が勝手に設定し、学生の達成度がそれに至らないと言って、学生を低く評価し
ないことです。学生は、それぞれ一つしかない人生を精いっぱい生きています。以前
より少し前進したら、それは褒めるに値します。目標は、学生ごとに違っていていい
のです。神様は、それぞれの学生に別々の役割を委ねておられるのです。
３．教養教育において
　日本の社会では、生命への畏敬の念が極めて希薄です。命の価値を経済効果でしか
評価できない社会は、自分の命を危うくします。命への畏敬の念の教育は、科学技術
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の専門家だけでなく、経営や、政治に責任ある人にも、広く市民に行われる必要があ
ります。
　一方、科学・技術が急速に発展する社会においては、その成果が真に人類の福祉に
資するために、常に専門家以外の市民によって批判されなければなりません。さもな
いと、アクセルだけの車のように暴走します。市民は科学の成果を批判し得る目を養
われなければなりません。それによって車は、ハンドルとブレーキを備えることにな
ります。
　そこで私は、京都大学に在職していた時から、学部を越えた少数の学生が、はなし
あい形式で、命の意味について考える授業を始めました。中部大学に来てからも続け
ていますから、もう 15年になります。脳死、臓器移植、遺伝子治療、再生医療、出
生前診断、障がい、スピリチュアルケアー、終末医療などについて考え合い、生命操
作は、本当に人を幸せにするのかを議論します。
　そのクラスの後に、学生がこんな感想を書いてくれました。
　“小久保先生、今回の「科学・技術と人間」からの最大の収穫は、科学技術が内包
する倫理問題について考え始める機会を得ることができたことだと僕は考えていま
す。討論を続ける中で、僕は、人間を助けるはずの科学技術が人間社会の殻を突き
破って好き勝手な方向へと暴走し、あたかも人類全体を破滅へと突き動かしているよ
うな感覚を感じ、そしてまた、人間社会が崩壊する前兆の激しい軋みの音を聴いたよ
うな気がして恐怖を覚えました。今後は、科学技術を具体的に自分の目で見つめ、視
野を広げながらこの恐怖を回避する道を模索していきたいと考えています。僕は将
来、基礎医学の研究に携わりたいと思っています。人体に直接作用する医学の研究で
は特に、科学技術が人間に対して及ぼしうる力を広い視野で把握することが重要だと
思っています。このような身の引き締まる思いを、絶対に必要な機会、そして礎とな
る貴重な知識を与えてくださったことに対して、心から感謝いたします。ありがとう
ございました。”　（京都大学 1年生）
　“毎回の講義がとても有意義なものであり、生命を学ぶ私にとってとても刺激的な
講義でした。生命について考えるということは容易なことではなく、はっきりとした
明確な答えを出すことができないことが多く、考え込んでも、やはり答えの出せな
かったこともありました。しかし、それはそれでいいのではないかなと思うのです。
生命とはそれほど重く深く大切なものなのだから。だからこそ、生命が軽視されてい
る現代の状況がとても悲しいと思います。この講義を受けることで ｢人間とはどうい
うものなのか。人間らしいとはどういうことなのか。欲望とは何か｣ など、何回も考
えることがありました。”（中部大学 1年生）
　このような学生が、社会の隅々に散って行き、地の塩としての働きをしてくれるこ
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とを願っています。
４．入学試験において
　こんな試みをしながら、現在の状況を変えるためには、大学の入学試験の方法を変
えなければならないと思いました。センター試験の成績により 50万人もの人を 1列
に並べ、それが人間の価値の順位であるかのような錯覚を与え、それで人生のすべて
が決まるかのような思いを学生にも親にも抱かせる、今の制度は変えられなければな
らないと思いました。多くの子供たちは幼稚園の時から、この試験でよい成績を取る
技術の習得に励み、どの大学のどの学部に入るかは、その学生の希望や適性によって
ではなく、センター試験の成績によって決められる、と言われています。京都大学工
学部工業化学科の場合、20％近くの学生が、専門科目を学び始める 3 年生を前にし
て、専門を狭く絞られない総合人間学部へ転学部を申し出てきました。
　こういう学生を見ながら私は、工業化学科 250名の中、後期試験で入る 23名に関
しては、センター試験の成績を参考資料に留め、論述試験と口頭試問だけで工業化学
に意欲を抱く学生を選ぶようにしたいと提案し、実施に移されました。この制度は 5
年間続きましたが、私が定年退官すると、手間がかかりすぎる、試験が公平性を欠
く、この方式で入学した学生は入学後の成績が良くないなどの理由により廃止されま
した。私は、彼らの 10年後を見て欲しいと思いました。
　最近は、京大や東大でも従来の偏差値重視の試験制度を変えねばならないと議論さ
れていると、報道されています。
５．高校教育において
　センター試験で良い成績をとることが、幼稚園から高等学校までの教育の方向を決
めてしまっていることのもう一つの弊害は、生徒が一度も、何が大切かをゆっくり考
え、悩む機会を与えられないことにあります。その結果、就職して何が大切かを判断
しなければならない立場に立たされた時、はたと困り果ててしまいます。そこで判断
を放棄し、大勢に無批判に追従する結果となります。人は何のために生きるかに真剣
に悩む時が、感受性豊かな高校時代に与えられることが重要です。
　そんなことを感じていた時、島根県江津市に、受験のための勉強は一切せず、労働
と自然と聖書を重んじ、人は何のために生きるかを考える、少人数の男女共学の全寮
生の普通高校を作ろうという呼びかけが、高橋三郎先生を中心とする人達からなされ
ました。私は、早速賛同者の一人に加えてもらいました。キリスト教愛真高校と名付
けられた学校が 1988年に発足しました。生徒は、テレビも携帯電話も無い寮に住み、
豊かなしかし時に厳しい自然の中で自分達で食事を作り、掃除をし、洗濯をし、農作
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業をしつつ普通高校の教科の学びをします。常に聖書から、人は何のために生きるか
を問われながら、真剣にこの問いと向かい合い、結論を急がず、悩むことを大切にし
ます。
　私は、この学校を可能な限り応援し、世の価値観に倣わず、独自の価値観に従い責
任を担い抜く人達が、この社会の随所に散って行ってくれることを期待しています。
６．アカデミー運動において
　重んずべきは何かの模索は、大学や学校の中だけでなく、広く社会の中で常に行わ
れなければなりません。私達の社会には様々な解決されなければならない問題が山積
しており、それを巡って異なる意見が対立し、出口を見出せない状況に陥っていま
す。ここで必要なことは、事態の根源に遡り、あるべき姿を真摯に探究する姿勢で
す。
　キリスト教には、様々な困難な問題に遭遇しながらそれを越える道を模索してきた
長い歴史があります。その歴史から学びとった大切なことは、自己を絶対化せず、祈
りつつ、真理に目を開かれるのを待ち望む姿勢です。これは私達が直面している様々
な問題に対しても大切な姿勢です。クリスチャン・アカデミーの運動は、こうした認
識に基づいて、第 2次大戦後東西に分かたれたドイツにおいて、その対立を越えるこ
とを願って対話と祈りの運動として始まり、ついに東西ドイツの統一をもたらしまし
た。この運動は日本でも 1960年頃から受け継がれ、労使関係や開発途上国の問題で
ユニークな実りをもたらしてきました。
　私は、この運動に 2000年頃から加わり、生命の意味に関する対話集会を企画して
きました。生命科学の急速な進展とその医療への応用は、どの生命も等しく重いとい
うこれまで大切にしてきた合意を危うくしています。国は、急速に進展する生命操作
技術を経済発展のための魔法の術として位置づけ、集中投資を行っています。その先
に何があるかを市民が冷静に観、熟考しておかないと、立っている命の基盤を危うく
するでしょう。同アカデミーの関西セミナーハウス活動センターでは、この 10年近
く臓器移植、脳死、出生前診断、遺伝子操作、終末期医療、認知症、エイズ、障が
い、尊厳死、介護などの問題を丁寧に考え合ってきました。毎回、医師、看護師、介
護士、牧師、教師、主婦、サラリーマン、学生など様々な立場の人が熱心にこの対話
に加わってきました。この対話の実りがそれぞれの持ち場で生かされていくことを
願っています。
　意見が対立し、出口の見出せないもう一つの重要問題に、原子力発電があります。
これに関しては、私に苦い経験があります。30年以上も前、原子力発電所が未だわ
ずかしかなかった頃、私は指導教授から原子力発電所から出る高レベル放射性廃棄物
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を閉じ込め、地下に埋めるためのガラスの研究をするように勧められました。しかし
私は、ガラスも長期の間には地下水に溶けるので、この方法で放射性元素を人間の生
活圏から長期に亘って隔離することは無理だ、このような研究を行うことは、処理不
能な放射性元素を増やし続けることに加担すると思い、この研究に加わることをしま
せんでした。しかし、私の意図とは関係なく、原子力発電所はその後も増え続け、廃
棄物も増え続け、今回の福島の事故により、多数の人に放射線被害をもたらすことに
なってしまいました。私は、被害を受けて苦しんでいる人から、原子力発電がそんな
に危険なものであることを知っていたのなら、なぜもっと積極的にこれを中止するよ
うに働きかけなかったのか、と責められる思いです。
　そこで、遅ればせながら、クリスチャン・アカデミーで 2012年秋から、「原子力発
電の根本問題と我々の選択」と題する、そのあるべき方向を根源的に探る 1泊 2日の
会を持つことにしました。さまざまの立場の人が北海道や東北からも集まり、熱心に
考え合って下さいました。その記録集が近日中に出版される予定です（注：2013年
10月に新教出版社から「原子力発電の根本問題と我々の選択：バベルの塔をあとに
して」と題して出版された）。これを通し、より多くの人が、この問題を共有して下
さり、次の世代に命豊かな世界を譲り渡せることを願っております。
　このような働きを通し、クリスチャン・アカデミーが日本社会の要所、要所に杭を
打ち込むことができることを願っています。
おわりに
　以上は、今この日本でキリスト者であって、科学者であるとはどういうことか、の
問いに対する私の応答です。この日本には、キリスト者であって、○○であるとはど
ういうことかを課題として、黙々と歩んでおられる方が様々な分野に沢山おられま
す。それぞれに貴重な応答があるに違いありません。
　今私は、この講演を閉じるに当たって二人の人を思い起こしています。一人は外山
義さんです。東北大学で建築学を専攻し、後にスゥエーデンに学び、帰国後東北大学
助教授さらに京都大学教授として、日本の高齢者ホームに個人の生活が大切にされる
環境を実現しようとして、厚生労働省の制度を変えさせることまでしました。東北大
学で宮田光雄先生にキリスト教の指導を受け、その建築の設計思想に高齢者への思い
やりが満ちた人でありました。しかし彼は、2002年、52歳で突然心臓マヒのため召
されました。彼の弟子たちは、その遺稿集に「魂の器をもとめて」の名を付けまし
た。彼もまた、今、この日本でキリスト者であって、科学者であるとはどういうこと
かを追い求めて生きた人でした。日本の教会が、彼から学ぶことは多くあった筈で
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す。教会が彼を孤軍奮闘させることなく、彼の働きに連なることができれば、彼はど
んなに励まされ、教会はそれによりどんなに豊かにされたことでしょう。
　もう一人の思い起こす人は、先に述べた高橋三郎先生です。先生は、ドイツ・マン
イツ大学での博士論文を「ルターの根本思想とその限界」と題して纏めました。その
主張は、「ルターは、信仰のみによって救われると強調したが、なお信仰を救いの条
件とする要素を残した。そのため、後の人は、救われるに値する信仰とは何かを巡っ
て泥沼のような議論に陥った。それは、救いのために人の側の条件を一切無効にした
主の十字架を空しくするものである」という点にありました。私達の生を意味あるも
のとするのは、私達の業でも信仰でもなく、主の十字架と復活です。これは、信仰の
正当性を巡って対立を深めている日本のキリスト教会が、改めて聞くべき言葉です。
　教会は、教義の正当性の議論を越えて、社会の様々な場で召しに応え、御心がなる
ことを願い求めつつ、その実りを神様への捧げものとしつつ、御国の完成を待ち望む
人をつなぎ合わせ、問題を共有し、祝福してそれぞれの持ち場に送り出すことが、求
められています。それを通して教会は、神の国の姿を映すものとなります。主は私達
に先だって、ガリラヤにおられます。
（2013年 5月 23日（木）神学部春季学術講演会）
